
■ 内部評価結果

１．総合計画（後期基本計画）

２．めざす目標

女性相談の充実 0.25回/週 H17 0.5回/週 H20 0.5回/週 Ｈ22 1回/週 H26

男女共同参画セミナーの開催 3回 H17 4回 H20 6回 Ｈ22 10回 H26

女性団体ネットワーク加入団体 0団体 H17 7団体 H21 9団体 Ｈ22 20団体 H26

仕事・家事の合計労働時間の男女格差 48分 H16 未調査 H20 25分 Ｈ22 30分 H26

３．評価結果一覧
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男女共同参画社会を推進します
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市民課 1,900       

男女共同参画条例の制定・計画策定に係る経費、ｾﾐﾅｰ・女性問題ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ講座の実施
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Ⅴ ④

① ②

「男女共同参画条例」の制定及び「男女共同参画計画」の中間見直しに係る経費

○男女共同参画審議会委員報償費及び費用弁償（15人×6回） 千円

○旅費（普通旅費） 千円

○需用費（参考書籍購入） 千円

男女共同参画に関する意識調査実施にかかる経費

※調査対象数2,000人、有効回収数783人、有効回収率39.2％

○需用費（事務用品、印刷製本費等） 千円

○役務費（郵便代） 千円

○市民意識調査委託料 千円

女性問題アドバイザー養成講座（受講対象者25人）

○講師派遣委託料（4講座開催） 千円

男女共同参画セミナー（料理教室1講座、健康ヨガ教室4回、講演会2回、つどい1回）

○報償費（料理教室、ヨガ教室、講演会、出演団体） 千円

○旅費（費用弁償：講演会講師） 千円

○需用費（食糧費） 千円

○委託料（講演会委託料） 千円

○使用料（人権と女性のつどい無線機材借上料） 千円

その他

○日本女性会議、DV研修等参加に係る経費（旅費等） 千円

○需用費（事務用消耗品） 千円
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府補 地域交流活性化支援事業費補助金（1/2） 21千円

　意識調査結果から、少しずつであるが男女共同参画意識の向上が見られる。
　男女共同参画計画の進捗のため、継続的な事業推進とあわせて、より効果的な意識啓発方法に
ついて事業内容等の改善等を検討する必要がある。

08男女共同参画推進事業

決算書 Ｐ.130

　男女が互いにその人権を尊重し、それぞれの個性と能力を十分に発揮することができる男
女共同参画社会の実現をめざすための意識啓発の取り組みを実施する。

最 終 予 算 額

男女共同参画の推進

執 行 率(②－①)

パートナーシップ都市

2,075千円
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基本方針 計画項目
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府補 人権問題啓発事業費補助金（1/2）

　男女共同参画に関する意識調査を実施し、「京丹後市男女共同参画条例」の制定及び「京
丹後市男女共同参画計画（後期）」の策定のための取組みを行った。市民を対象に男女共同
参画セミナーを開催したほか、女性問題アドバイザー養成講座を専門業者に依頼して開催し
た。その他各種研修参加旅費、研修参加に係る使用料及び負担金等の支出を行った。

60千円

11

64

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01社会福祉費 01社会福祉総務費

事 業 所 管 課

03民生費

1,900千円

目
的

評
価
・
課
題
等

男女共同参画啓発事業

市民部／市民課

175千円 91.5 %

1

70

8

22
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Ⅴ ④

① ②

女性相談事業（毎月2回）

○需用費

消耗品費、食糧費（事務用消耗品、お茶代） 千円

○委託料

女性相談専門相談員派遣委託料 千円

平成22年度実績

※相談回数　年24回

　（月2回、１回あたり定員3人）

　年間を通して延べ50人の相談を受け、それぞれの課題解決のための支援を行うことができた。
　相談継続者との兼ね合いにより新規希望者がすぐに相談を受けることができない場合もあり、
予約の取り方を工夫する必要がある。

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

決算書 Ｐ.130

決 算 額

総 合 計 画

4月 6人 4人 10月 6人 4人

5月

6月

7月 6人

　大きな社会問題･人権問題となってるDVやセクハラなど、女性が抱えるさまざまな悩みや
問題の解決を支援するため、女性専門カウンセラーの相談窓口を設置する。

相談月 定員数

5人 11月

　DVやセクハラなど女性が抱えるあらゆる悩みや問題について、専門業者に委託しフェミニ
ストカウンセラーが相談を受ける女性相談を行った。

相談月 相談者

基本方針 計画項目

99.8 %

不 用 額

パートナーシップ都市

835千円

男女共同参画の推進

執 行 率(②－①)

8

事 業 所 管 課

03民生費

834千円

目
的

評
価
・
課
題
等

女性相談事業

市民部／市民課

1千円

最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

08男女共同参画推進事業01社会福祉総務費01社会福祉費

定員数

6人 3人

6人 4人

6人

6人 2人 12月

相談者

4人 1月

8月 6人 4人 2月

合計 72人 50人

3月9月 6人 4人

826

6人 5人

6人 5人

6人 6人
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